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彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け中　

　

根　
　

千　
　

絵

は
じ
め
に

　

論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ
）
1
（た

。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説

林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
）
2
（た
。
巻
二
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原

本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
）
3
（た

。
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中

間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
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け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し

）
4
（た

。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾

向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城

博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
）
5
（た

。
巻
五
の
場
合
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ

と
の
一
致
度
は
他
の
流
布
本
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
で
は
、
巻
二
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ

て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本

系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
）
6
（る
。
巻
六
に
つ
い
て
は
、
巻
三
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
）
7
（た
。
巻
十
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
位

置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の

校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
異
同

凡
例

　

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）

★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察

は
必
要
に
応
じ
て
「 

」
に
入
れ
て
付
し
た
。
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各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
鈴
鹿
本
（
京
大
本
））【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在

の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し

た
。】　　

北
―
東
北
大
本　

野
―
野
村
本　

甲
―
東
大
本
甲　

以
上
、
古
本　

乙
―
東
大
本
乙　

Ａ
―
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ
―
内
閣
文
庫
本

Ｂ　

Ｃ
―
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　
　

鈴
鹿
本
（
京
大
本
）
を
除
く
諸
本
―
諸

彦
―
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

　

巻
十
の
底
本
は
鈴
鹿
本
（
京
大
本
）

巻
十
目
録

二
六
七　
　
〔　

欠　

〕（
第
四
） 

底
甲
北
野
Ｂ
は
欠
、
甲
北
野
は
序
数
以
外
を
、
Ｂ
は
漢
武
帝
以
張
寒
令
見
大
河
水
上
語
第
四
ィ
と
行

間
に
補
入

　
　
　
　
　

第
四
（
第
五
） 

底
甲
北
野
Ｂ
（
四
に
野
は
五
、
Ｂ
は
五
ィ
と
朱
傍
、
以
下
第
十
四
ま
で
之
に
準
う
）

　
　
　
　
　
〔　

欠　

〕（
第
八
） 

底
甲
北
野
Ｂ
は
欠
、
甲
北
野
は
震
旦
呉
招
見
流
詩
其
主
語
、
Ｂ
は
Ａ
Ｃ
の
そ
れ
を
行
間
に
補
入

　
　
　
　
　

荘
子 

一
字
分
欠  

第
九 

諸
（
Ａ
の
空
格
は
一
字
分
）

　
　
　
　
　
（
巻
十
一
）

　
　
　
　
　

備
肴　

第
十 

底
甲
北
野
Ｂ
（
底
甲
北
野
Ｂ
は
殺
）

　
　
　
　
　
（
第
十
二
）
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値
死
妻
死
（
第
十
八
） 

底
甲
北
野
Ｂ
（
甲
は
被
打
、
Ｂ
は
被
打
ィ
と
朱
補
）

　
　
　
　
　

吏
（
第
二
五
） 

「
刺
史
」
底
甲
北
野
Ｂ
（
彦
底
甲
北
野
Ｂ
の
刺
は
異
体
、
史
は
吏
に
作
る
）

　
　
　
　
　

釼
魚
（
第
二
八
） 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　
　
　

國
王
服
乳
瞋
擬

醫
師
語
底
甲
北
野
Ｂ
（
Ｂ
は
成
脱
、
成
ィ
と
朱
補
、
甲
北
野
は
Ａ
Ｃ
の

　
　
　
　
　
（
第
二
九
） 

そ
れ
を
傍
書
、
Ａ
Ｃ
は
底
甲
北
野
Ｂ
の
そ
れ
を
第
卅
一
と
し
て
立
つ
）

　
　
　
　
　

國
王
前
阿
竭
陀
藥
来
語　

底
甲
北
野
Ｂ
（
甲
北
野
は
Ａ
Ｃ
の
そ
れ
を
傍
書
、
以
上
の
二
行
に
、

　
　
　
　
　
（
第
三
十
） 

北
は
真
清
案
此
二
条
従
巻
四
天
竺
部
欄
入
今
本
文
无
之
、
Ｂ
は
本
文
無
此
二
條
而
此
処
有
別
條
と
朱

注
）

　
　
　
　
　

二
國
牙
桃
合
戦 
Ｂ
（
挑
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　
　
　
（
第
三
一
）

　
　
　
　
　

山

國
（
第
三
三
） 

Ｂ
（
止
此
平
ィ
と
朱
補
）

　
　
　
　
　

成
天

（
第
三
四
） 

甲
北
野
Ｂ
（
北
は
狗
、
Ｂ
は
狗
ィ
、
野
は
駒
と
朱
補
）

　
　
　
　
　

百
文
（
第
三
五
） 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
野
は
丈
歟
と
朱
傍
）

巻
十
第
一
話

二
六
八
３　

時
従
天
竺
渡
利
房
等 

底
甲
北
野
Ｂ
（
北
は
可
削
巻
六
コ
ノ
事
ア
リ
と
朱
注
、
野
は
在
函
陽
宮
世
政
、
Ｂ
は
在
感
陽
宮
政

世
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

７　

感
谷
関
ト 

「
感
谷
關
ト
」
大

 

感
は
、
函
の
借
字
。
底
本
、「
關
」
の
字
体
は
、
門
構
え
に
「
弁
」。

　
　
　

10　

發
キ 

甲
北
野
Ｂ
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11　

高
キ
依 

Ｂ

　
　
　

13　

一
瑁
ニ
シ
テ 

底
甲
北
野
Ｂ
（
野
の
瑁
は
変
）「
一
節
ニ
シ
テ
」
Ｃ
「
一
筋
ニ
シ
テ
」
大

　
　
　

14　

此 

約
六
字
分
欠 

「
此

」（
底
は
破
損
の
た
め
約
十
字
分
不
明
。
諸
本
空
白
、
甲
北
約
三
字
分
、
野
約
五
字
分
、
Ａ

四
字
分
、
Ｂ
約
七
字
分
、
Ｃ
一
字
分
）

　
　
　

14　

胡
國
ヲ 
約
三
字
分
欠 

★　
「
胡
國
ヲ
恐

」（
底
は
破
損
の
た
め
約
十
字
分
不
明
。
諸
本
以
下
空
白
、
甲
北
約
十
四
字

分
、
野
約
十
八
字
分
、
Ａ
五
字
分
、
Ｂ
Ｃ
約
三
字
分
）

　
　
　

14　

治 

約
十
字
分
欠 

「
治

」（
底
は
破
損
の
た
め
約
十
一
字
分
不
明
。
諸
本
空
白
、
甲
北
野
Ｂ
約
十
一
字
分
、
Ａ
五
字

分
、
Ｃ
十
八
字
分
）

二
六
九
７　

高
大
魚 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

漕
キ
出
ス 
甲
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

12　

方
土 

★　
「
方
士
」
底
甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
底
甲
北
野
Ｂ
の
士
は
異
体
、
北
野
は
士
、
Ｂ
は
士
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

世
ニ 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

不
可
着
ス
ト 

甲
北
野
Ｂ

二
七
〇
１　

高
大 

甲
北
野
Ｂ
（
Ｂ
は
魚
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

３　

 

約
五
字
分
欠 

急 

「
ト
云
忽
テ
」
大　

諸
本
ト
以
下
三
字
欠
。

　
　
　

４　

急 

約
一
行
分
欠 

彼
ノ
所 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
空
白
部
、
Ａ
十
三
字
分
、
Ｂ
約
一
行
、
Ｃ
八
字
分
）

　
　
　
　
　

ニ
行
テ 

「
忽

彼
ノ
所
ニ
行
キ
」
底
甲
北
野
大
（
底
は
破
損
の
た
め
約
二
十
四
字
分
不
明
、
甲
北
約
十
八

字
分
、
野
約
一
行
分
空
白
）

　
　
　

４　

大
海 

約
十
三
字
分
欠 

諸
（
空
白
部
、
甲
北
約
十
一
字
分
、
野
約
十
六
字
分
、
Ａ
十
字
分
、
Ｂ
約
十
六
字
分
、
Ｃ
七
字
分
）

「
大
海

見
ル
事
ヲ
」
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（
底
破
損
の
た
め
約
十
字
分
不
明
）

　
　
　

５　

死
ス 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

蒙
ニ
ケ
ル
ニ 

甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
前
の
ニ
に
ク
ィ
、
Ｃ
は
後
の
ニ
に
ト
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　
 

約
二
字
分
欠 

云
フ
所
ニ 

底
甲
北
野
Ｂ
大
（
約
二
字
分
空
格
）「
云
フ
所
ニ
シ
テ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　
　
　

シ
テ

　
　
　

８　

見
ノ
所
ニ
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　
　
聞
歟 

「
不
関
ズ
シ
テ
」
甲
北
野
（
関
は
異
体　

即
ち
中
は
弁
、
甲
野
は
開
と
朱
訂
）「
不
聞
ス
シ
テ
」
Ｂ

　
　
　
　
　

不
閞
ス
シ
テ 

「
不
聞
セ
シ
テ
」
Ａ
Ｃ
「
不
開
ズ
シ
テ
」
底
大

　
　
　

10　

可
開
キ
也 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

死
ス 
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

其
ノ
後
遺
言 

Ｂ

　
　
　

12　

云
合
セ
ツ
ツ 

底
甲
北
Ｂ
大
「
云
合
セ
ツ
テ
」
野
「
云
合
セ
テ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

有
魚 

諸
（
有
に
甲
は
方
歟
と
朱
傍
、
Ｂ
は
朱
圏
点
）

　
　
　

16　

不
似
ナ
ル
故 

Ｂ

二
七
一
２　

其
ノ
時
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

浅
キ
ワ
ラ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ワ
に
ス
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

７　

死
ヤ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
况
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

７　

我
カ
為 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

申
サ
ク
コ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

只
マ
サ
シ
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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12　

早
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

二
七
二
１　

難
友
得
シ 

底
甲
北
Ｂ
（
友
に
甲
北
は
支
、
Ｂ
は
支
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

３　

獨 

諸
大
「
猶
」
Ｃ

 

「
強
攻
を
事
と
し
た
、
と
い
う
意
を
強
く
表
現
し
て
い
る
。」

　
　
　

５　

然
ラ
ハ 

底
甲
北
野

　
　
　

６　

非
ス 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

弃
テ
ヨ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
は
棄
）

　
　
　

10　

如
シ
ラ
ム 

Ｂ

　
　
　

13　

感
揚
ヲ 
甲
北
野
Ｂ

　
　
　

13　

始
皇
ノ 

約
三
字
分
欠 
（
底
は
破
損
の
た
め
約
三
字
分
不
明
、
諸
本
空
白
、
甲
北
約
五
字
分
、
野
約
八
字
分
、
Ａ
六
字
分
、

Ｂ
約
三
字
分
、
Ｃ
五
字
分
）

　
　
　

13　

消
ヘ 

Ｂ

巻
十
第
二
話

二
七
三
５　

促
シ
臥
ヌ 

Ｂ

　
　
　

９　

下
姓
ノ
人 

Ａ
Ｂ　

Ｃ
は
脱

　
　
　

12　

 

約
三
字
分
欠 

ト
云
フ 

諸
（
Ａ
の
空
格
は
一
字
分
、
Ｃ
四
字
分
）

巻
十
第
三
話

二
七
四
９　

瑁
也 

底
甲
北
野
Ａ
（
野
は
筋
と
朱
傍
）
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10　

感
楊
宮
ヲ 

甲
野
北
Ｂ

　
　
　

10　

居
ス
ト 

諸

　
　
　

11　

有
リ
以
テ 

Ｂ
（
リ
に
ヲ
ィ
と
朱
傍
）「
有
ル
ヲ
以
テ
」
Ａ
Ｃ
「
有
リ

ヲ
以
テ
」
底
甲
北
野
大
（
空
格
約
二

字
分
）

　
　
　

15　

高
祖
ノ
方
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

二
七
五
３　

牙
ニ 

甲
野
Ｂ

　
　
　

３　

軍
調
ヘ
テ 

諸

　
　
　

５　

難
堪
シ
テ 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

８　

不
知
シ 
甲
北
野
Ｂ

　
　
　

９　

本
意 

約
九
字
分
欠 
「
本
意
如
此
キ
也
我
レ

也

」
底
大
（
底
破
損
の
た
め
レ
の
下
約
六
字
分
、
他
の
下
約
三
字

分
不
明
）「
如

」
諸
（
空
白
部
、
甲
北
約
十
八
字
分
、
野
約
二
十
三
字
分
、
Ａ
十
二
字
分
、
Ｂ

約
九
字
分
、
Ｃ
十
字
分
）

　
　
　

10　

年
来 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

心 

約
八
字
分
欠 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
空
格
は
約
八
字
分
、
Ｃ
十
字
分
）

　
　
　

11　

経
ル 

諸

　
　
　

11　

期
臨
テ 

諸
（
期
の
下
に
Ａ
は
ニ
、
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

11　

牙
ノ 

甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
、
Ｃ
は
傍
訓
キ
バ
）

　
　
　

11　

息
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）

　
　
　

14　

既
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

有
ム
ト
ス 

Ｂ
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16　

高
祖
ソ 

底
甲
野
大
「
高
祖
ヲ
」
北
（
ヲ
に
朱
圏
点
）「
高
祖
ノ
」
Ｂ
「
高
祖
」
Ａ
Ｃ
「
ソ
は
祖
の
読
み
を
示

し
た
、
い
わ
ゆ
る
全
訓
す
て
が
な
と
見
た
。」

二
七
六
１　

人
ノ
許
ノ
言 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

乱
ニ
シ
カ
ハ 

諸

　
　
　

５　

相
ヒ
牙
ニ 

甲
野
Ｂ

　
　
　

８　

不
可
有
ナ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

有
ル
故
也 

諸

　
　
　

９　

至
リ
會
ヌ 

底
甲
野

　
　
　

11　

其
ノ
向
ニ
北
向
ニ 
底
Ａ
Ｃ

　
　
　

12　

我 

約
十
八
字
分
と
一
行 　
「
我
レ

」
諸
（
空
白
部
、
甲
北
約
四
字
分
と
一
行
、
野
約
七
字
分
と
一
行
、
Ａ
三
字
分
と
一

行
、
Ｂ
約
二
十
字
分
と
一
行
、
Ｃ
一
行　

我
レ
を
も
欠
く
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱

注
）「
我
レ
□
不
可
挑
ザ
ル
事
ヲ
違

事

ハ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
処
々
不
明
、
違
以
下
十

字
分
破
損
）

　
　
　

12　

門
ノ
下
ニ 

諸

　
　
　

13　

出
来 

約
十
六
字
分
欠 

諸
（
空
白
部
、
甲
北
野
約
九
字
分
、
Ｂ
約
十
八
字
分
、
Ａ
Ｃ
三
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

「
出
来

其
ノ
時
范
増
」
底
大
（
破
損
の
た
め
や
や
不
分
明
）

　
　
　

16　

釼
ヲ
抜
テ
シ
テ 

Ｂ

二
七
七
３　

不
令
罸
ス
成
ス 

Ｂ
（
下
の
ス
に
朱
圏
点
）

　
　
　

３　

高
祖
ノ
氣
色
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
に
朱
括
弧　

イ
と
朱
傍
）

　
　
　

４　

副
止
シ
テ 

諸
大
（
Ａ
の
副
は
変
、
甲
は
制
歟
、
Ｂ
は
制
ィ
、
野
は
制
止
歟
と
朱
傍
）「
制
止
シ
テ
」
Ｃ　

正
し
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き
は
「
制
」

　
　
　

４　

迯
ス 

野
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ヌ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

５　

張
良
ヲ 

諸
（
北
は
ヲ
ニ
抹
消
府
）

　
　
　

５　

此
ノ 

諸

　
　
　

５　

曳
云
物 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
ヒ
キ
イ
フ
モ
ノ
）

　
　
　

５　

白
璧 

北
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

饗
セ
ン
ト 

諸

　
　
　

９　

麁
食
ヲ
饗
ヲ 

Ｂ
（
上
の
ヲ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

此
ノ 
甲
北
野
Ｂ

　
　
　

13　

何
ノ
故 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

人
ノ

 

甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
に
朱
括
弧　

イ
と
朱
傍
、
甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

16　

難
忘
キ
故
也 

諸
「
難
忘
キ
故
也
ト
」
底
大

二
七
八
１　

籠 

一
字
分
欠 

甲
北
野
Ｂ
Ｃ
（
野
の
空
白
部
は
約
五
字
分
、
Ｂ
約
一
字
分
、
Ｃ
五
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ

ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
籠
陽

」
Ａ
「
籠
リ
居

」
底
大
（
破
損
の
た
め
約
三
字
分
不
明
）

　
　
　

４　

被

シ
ヌ
ト 

Ｂ
（
シ
に
ン
ィ
と
朱
傍
）

約
十
九
字
と
二
行
空
白 

底
本
六
行
分
の
空
白

（
巻
十
第
三
話
「
知
ニ
ケ
リ
」
の
後
）
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巻
十
第
四
話

二
七
八
８　

第

 

諸
（
野
は
四
東
、
Ｂ
は
四
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

８　

張
騫 

大　

底
本
は
、
チ
ヤ
ウ
ケ
ム
と
付
訓
。

　
　
　

10　

行
テ 

諸

　
　
　

11　

不
知
ヌ 

諸
大

　
　
　

15　

来
レ
ハ
也 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

返
リ
子
云
タ
ル
ヲ 

★　
「
返
リ
ネ
云
タ
ル
ヲ
」
諸
「
返
リ
ネ
ト
云
ケ
ル
ヲ
」
底
大

二
七
九
１　

天 

約
四
字
分
欠 
上
ヲ 

諸
（
空
白
部
に
甲
は
河
水
・
尋
、
Ｂ
は
河
ノ
水
ィ
・
尋
見
ト
ヽ
ケ
ィ
と
朱
補
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　
　
　

 

約
二
字
分
欠 

テ 
「
天
河
ノ
水
上
ヲ
尋
テ
」
底
大

　
　
　

１　

侍
フ
ツ 
Ａ
Ｃ

　
　
　

１　

 

約
二
字
分
欠 

所
ニ 

諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
二
字
分　

カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　

１　

 

織
約
五
字
分
欠 

布
ヲ 

（
野
Ｂ
の
空
白
部
は
約
五
字
分
、
Ａ
Ｃ
二
字
分
、
Ｂ
は
女
ハ
ィ
と
朱
補
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）「
織
女

ハ
機
ヲ
立
テ
布
ヲ
」
底
大

　
　
　

２　

曳
テ 

諸

　
　
　

５　

怪
ヒ
給
ケ
ル
ニ 

★　
「
恠
ヒ
給
ケ
ル
ニ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
恠
ビ
思
ヒ
給
ケ
ル
ニ
」
底
甲
北
野

　
　
　

５　

騫 

「
張
騫
」
大　
「
底
本
の
字
体
は
、
偏
と
旁
と
を
入
れ
違
え
た
、
い
わ
ゆ
る
動
用
字
」（「
弓
」
を
、
異

体
「
方
」
に
作
る
。）

巻
十
第
五
話

二
七
九
12
第
四 

諸
（
野
は
五
、
Ｂ
は
五
ィ
と
朱
傍
）
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二
八
〇
２　

来
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
来
レ
ル
」
底
甲
北
野
大

　
　
　

５　

聞
給
テ 

底
北
野
Ｂ

　
　
　

９　

國
ヘ
行
ナ
ン
ト
ス
ル

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
事
の
下
に
ヲ
ィ
と
朱
傍
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
国
・
事
）「
国
ヘ
行
ナ
ン
ス
ル
事
」
甲
北
野

「
国
□
行
ナ
ム
ズ
ル
事
ヲ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
カ
ナ
不
分
明
）

　
　
　

９　

我
々
モ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
々
に
モ
く
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

弊
形
ヲ
モ 

諸

　
　
　

11　

美
ナ
ル
ヲ 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
八
一
３　

春
ノ 

諸

　
　
　

４　

檐
ノ 

約
三
字
分
欠 
諸
大
（
野
Ｃ
の
空
格
は
約
二
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
ア
リ
と
朱
注
、
Ｂ
は
接
続
符
を
附

し
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　

心
地
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
六
話

二
八
一
11　

第

 

底
甲
北
野
Ｂ
（
野
は
六
、
Ｂ
は
六
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

娘
ト
モ 

諸
「
娘
□
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
分
明
）

　
　
　

15　

否
ヤ
ス
惜
ス
シ
テ 

諸
「
否
不
惜
ズ
シ
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
「
不
」
不
分
明
）

　
　
　

15　

娘
ノ
年 

約
五
字
分
欠 

諸
（
野
の
空
格
は
約
六
字
分
、
Ａ
Ｂ
約
五
字
分
、
Ｃ
十
四
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
娘
ノ

年

テロ
」
底
（
破
損
の
た
め
不
分
明
）

　
　
　

15　

无
限
シ
テ 

諸
「
无
限
シ
」
底
大

 

底
本
の
破
損
は
一
字
分
、
恐
ら
く
「
シ
」
で
あ
ろ
う
と
推
し
た
。
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16　

参
ス
ル
人
ハ 

諸

　
　
　

16　

无
カ
リ
ケ
ル 

諸

二
八
二
１　

非
ス 

甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

ツ
ラ
〳
〵
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

微
妙
カ
リ
形
モ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
リ
の
下
に
シ
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

４　

當
初
ニ
ハ 

諸

　
　
　

６　

此
ノ 

諸

　
　
　

７　

思
ヒ
忘
ニ
ケ
ル
ヲ 

諸

　
　
　

８　

極
リ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

見
ル
母
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
毎
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

計
フ
ル
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ル
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

止
ナ
ム
ト
モ 

甲
北
野
Ｂ
（
甲
は
ナ
を
マ
と
朱
傍
）

巻
十
第
七
話

二
八
三
１　

第

 

「
第
七
」
大

　
　
　

４　

寵
思
シ
ケ
ル 

Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

后
ヲ
ハ 

約
三
字
分
欠 

底
甲
北
野
Ｂ
大
（
Ｂ
は
空
格
に
接
続
符
を
附
し
ィ
と
朱
傍
）「
后
宮
ト
云
ヒ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　
　
　

后
宮
ト
云
ヒ 

　
　
　

４　

武
済
妃 

約
二
字
分
欠 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
空
白
部
は
約
二
字
分　

ト
ソ
ィ
と
朱
補
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）「
武
淑
妃
ト
ゾ
」
底

大
「
武
淑
妃

」
甲
北
野
（
淑
は
異
体
、
野
の
空
白
部
は
約
二
字
分
）
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５　

 

約
二
字
分
欠 

次
キ
テ 

甲
北
野
Ｂ
（
野
の
空
白
部
は
約
二
字
分　

次
キ
テ
は
傍
書
）「
次
キ
テ
」
Ａ
Ｃ
「
相
次
キ
テ
」
底
大

　
　
　

６　

見 

約
二
字
分
欠 

諸
（
野
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
Ａ
Ｃ
二
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
、
Ｂ
は
見
に
コ
ソ
ィ
と
朱

傍
）「
見
バ
ヤ
ト
」
底
大

　
　
　

７　

遊
ヒ
行
キ 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

庵 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

如
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
キ
に
朱
圏
点
）

　
　
　

10　

将
参
ン
ト
〔　

脱　

〕 

「
将
参
レ
」
ト
〔
仰
セ
給
ヘ
バ
、
使
、
彼
ノ
女
ヲ
将
参
タ
ル
ニ
、

　
　
　
　
　

三
千
人 

天
皇
此
レ
ヲ
見
給
フ
ニ
、
初
ノ
后
・
女
御
ニ
ハ
増
テ
、
美
麗
ナ
ル
事
倍
〻
セ
リ
。
然
レ
バ
、
天
皇
、

喜
ビ
乍
ラ
輿
ニ
乗
セ
テ
宮
ニ
将
返
リ
給
ヒ
ヌ
。〕
三
千
人
」
大

　
　
　

13　

勝
レ
タ
リ
ケ
リ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

與
シ 

甲
北
野
Ｂ
（
野
は
興
、
Ｂ
は
興
ィ
と
朱
傍
）

二
八
四
２　

潦
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
不
審
紙
、
Ｃ
傍
訓
イ
ヒ
）

　
　
　

４　

歎
キ 

諸

　
　
　

７　

楊
貴
妃 

諸

　
　
　

８　

既
何 

約
八
字
分
欠 

諸
（
空
白
部
、
甲
北
野
約
五
字
分
、
Ａ
Ｃ
二
字
分
、
Ｂ
約
八
字
分
）

 

「
既
ニ
乱
レ
ヌ
國
ノ
歎
ゲ
キ
」
底
大

　
　
　

９　

天
下
ノ 

約
六
字
分
欠 

諸
（
空
白
部
、
甲
北
Ｂ
約
五
字
分
、
野
約
七
字
分
、
Ａ
三
字
分
、
Ｃ
六
字
分　

Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）

「
天
下
ノ
瞋
ヲ
可
逶
□
ト
」
底
大
（
破
損
の
た
め
や
や
不
分
明
）

　
　
　

11　

堂
内
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

泪
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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15　

難
キ
悲
ヒ
給
テ 

甲
北
Ｂ
（
甲
は
難
に
歎
ヵ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

掃
フ 

諸
（
底
甲
北
野
の
掃
は
木
偏
）

二
八
五
４　

底
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

國
マ
テ
ハ 

Ａ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
は
国
）

　
　
　

５　

其
ニ
テ
ム 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
テ
に
ナ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　

御
ナ
ル 

底
甲
北
野

　
　
　

10　

手
ヲ 

約
五
字
分
欠 

テ 

諸
（
甲
北
野
Ａ
の
空
格
部
は
約
三
字
分
、
Ｂ
Ｃ
五
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

12　

暛
ヌ
レ
ハ 

底
野
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
暛
は
変　

目
偏
、
Ｂ
は
曙
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

御
マ
ス
カ
否 
Ａ
Ｃ

　
　
　

13　

今
日
至
マ
テ 
甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ａ
は
ニ
、
Ｂ
は
ニ
ィ
と
補
入
）

　
　
　

14　

此
レ
持
テ 

Ｂ

　
　
　

14　

天
皇 

約
六
字
分
欠 

★　
「
天
皇
ニ

」
諸
（
野
の
空
格
部
は
約
六
字
分
、
Ａ
五
字
分
、
Ｂ
約
七
字
分
、
Ｃ
十
一
字
分　

Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
天
皇
ニ
可
奉
シ
昔
ノ
」
底
大

　
　
　

16　

天
皇
ト
君 

諸

二
八
六
３　

我
レ
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

幾
程
ヲ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

９　

許
也
〔　

脱　

〕
ナ
レ
ハ
「
許
也
〔
ケ
ム
。
然
レ
バ
、
哀
ナ
ル
事
ノ
様
ニ
ハ
此
レ
ヲ
云
フ
ナ
ル
ベ
シ
。
但
シ
、
安
禄
山
ノ

ス

モ
、
世
ヲ
直
サ
ム
ガ
為
〕
ナ
レ
バ
」
大



四
四

愛知県立大学日本文化学部論集　第５号（国語国文学科編）2013

巻
十
第
八
話

二
八
六
14　

第

 

諸
（
野
は
ハ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

15　
 

約
三
字
分
欠 

ノ
代
ニ 

諸
（
野
Ｂ
の
空
格
部
は
約
三
字
分
、
Ａ
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

二
八
七
２　

誰
レ
ト 

甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

５　

徒
ニ 
約
五
字
分
欠 

諸
（
Ａ
Ｃ
の
空
格
部
は
約
二
字
分
、
Ｂ
約
六
字
分
）「
徒
ニ
年
ヲ
経
ル
」
底
大

　
　
　

６　

此
等 
約
三
字
分
欠 

憑
テ 

諸
（
底
、
破
損
の
た
め
約
三
字
分
不
明
、
諸
本
空
白
、
甲
北
約
三
字
分
、
野
約
五
字
分
、
Ａ
二
字

分
、
Ｂ
約
四
字
分
、
Ｃ
三
字
分
）

　
　
　

６　

糸
惜 

約
五
字
分
欠 

（
底
、
破
損
の
た
め
約
四
字
分
不
明
、
諸
本
空
白
、
甲
北
約
五
字
分
、
野
約
九
字
分
、
Ａ
二
字
分
、

Ｂ
約
六
字
分
、
Ｃ
三
字
分
）

　
　
　

６　

少
〻
ヲ 
諸

　
　
　

８　

一
人
女
御 

諸

　
　
　

11　

哀
レ
ニ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

戀
ヒ
ツ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

其
ノ
手
ニ
主
ニ 

甲
北
野
Ｂ
（
Ｂ
は
上
の
ニ
に
ノ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

思
ヒ
暖
ヌ
レ
也 

Ｂ
（
ヌ
レ
に
ス
ル
事
ィ
と
朱
傍
）
野
は
脱

二
八
八
２　

自
然
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

３　

不
愚
ヌ 

底
甲
北

　
　
　

９　

我
等
ヲ
見
付
タ
リ
ケ
ン 

★　
「
我
詩
ヲ
見
付
タ
リ
ケ
レ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

 

約
八
字
分
欠 

七
字
分
、
Ｂ
約
九
字
分
、
Ｃ
十
三
字
分　

Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
我
等
ヲ
見
付
タ
リ
ケ
ル

」

甲
北
野
（
野
の
空
格
部
は
約
五
字
分
）「
我
ガ
詩
ヲ
見
付
タ
リ
ケ
ル
人
ノ
造
レ
ル
カ
ト
」
底
大
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10　

此
レ 

約
五
字
分
欠 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
野
の
空
格
部
は
約
四
字
分
、
Ａ
二
字
分
、
Ｂ
約
五
字
分
）「
此
レ
」
Ｃ
「
此
レ
ヲ
聞

テ
ゾ
」
底
大

　
　
　

11　

夫
妻
契 

諸
（
Ｃ
傍
訓
フ
サ
イ
ケ
イ
）

巻
十
第
九
話

二
八
八
14　

第
七 

諸
（
野
は
九
、
Ｂ
は
九
ィ
と
朱
傍
）

二
八
九
１　

幼
稚 

北
野
Ｃ
（
北　

稚
の
旁
は
変
）

　
　
　

３　

首
ヲ
凰
テ 

諸

　
　
　

６　

道
ニ
避
テ 
諸

　
　
　

７　

城
ヲ
外
ヨ
リ 
諸
（
ヲ
に
野
は
ノ
東
、
Ｂ
は
ノ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

９　

犢 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

夫 

諸
（
野
は
人
東
、
Ｂ
は
人
ィ
と
朱
傍
）

二
九
〇
２　

湯 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

時 

一
字
分
欠 

諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
時
ハ
近
ク
」
底
大

　
　
　

４　

不
在
サ
ス
ト
コ
ソ 

北

　
　
　

５　

非
ス 

Ｂ

　
　
　

７　

道
ノ
辺
ナ
ル 

諸
（
諸
は
邊
）

　
　
　

９　

給
道
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

行
フ 

Ｂ

　
　
　

13　

此
ヲ 

諸
（
甲
は
ヲ
に
ク
歟
、
Ｂ
の
ヲ
は
ラ
に
近
し
）
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13　

智
リ 

底
甲
北
野

　
　
　

13　

首
ヲ
凰
テ 

諸

　
　
　

13　

貴
ク
シ
敬
ケ
リ
ト
ナ
ム 

諸

巻
十
第
十
話

二
九
一
２　

第
八 

諸
（
Ｂ
は
ナ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

３　

云
所
ニ 
約
三
字
分
欠 

諸
（
野
の
空
格
部
は
約
四
字
分
、
Ａ
二
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　

６　

調
ヘ 

約
二
字
分
欠 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
空
格
部
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　

８　

弟
子 

一
字
分
欠 
甲
北
野
Ｂ
（
野
の
空
格
部
は
約
二
字
分
、
Ｂ
は
云
歟
と
朱
補
）

　
　
　

11　

賢
コ
キ
人 
「
賢
キ
人
」
大

 

底
本
破
損
の
た
め
「
キ
」
不
明
な
る
も
前
例
に
よ
り
補
う
。

　
　
　

11　

善
キ

ヲ
勧
メ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
メ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
、
甲
北
野
Ａ
Ｂ
は
事
）「
善
キ
事
ヲ
勧
メ
ル
」
Ｃ
（
ル
に

イ
と
朱
傍
）「
善
キ
事
ヲ
勧
メ
□
」
底
大　

底
本
、
ヲ
勧
メ
の
三
字
不
明
。

　
　
　

14　

有
ナ
ン 

甲
北
Ｂ

二
九
二
１　

行
サ
ム
ト
為
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
不
審
紙
、
為
に
Ｃ
傍
訓
ス
ル
）

　
　
　

４　

離
々
シ
ム
ト 

Ｂ
（
離
の
上
に
蔭
ヲ
ィ
と
朱
補　

々
に
レ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

４　

尽
シ
ト
モ 

Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
に
ス
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　

此
レ 

Ｂ

　
　
　

７　

此
ノ
生
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

礼
ニ
入
テ 

甲
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
ニ
に
甲
は
ミ
、
Ｂ
は
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
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巻
十
第
十
一
話

二
九
二
15　

請 

約
三
字
分
欠 

粟 

底
甲
北
野
Ｂ
大
（
約
二
字
分
空
格
）「
請

許
借
粟
」
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

15　

語
第
九 

「
語
第
十
一
」
大

二
九
三
２　

 
約
三
字
分
欠 

ト
云
フ
人 

諸
大
（
Ａ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

３　

 
約
四
字
分
欠 

云
ク 

諸
大
（
Ａ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

７　

一
有
テ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
テ
に
リ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

云
フ 

Ｂ

　
　
　

12　

 

約
四
字
分
欠 
ト
云
フ
所 

諸
大
（
野
Ａ
の
空
白
部
は
三
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
、
Ｃ
五
字
分　

Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

15　

命
不
食
ス
シ
テ
ハ 
Ｂ

巻
十
第
十
二
話

二
九
四
３　

第
十 

諸
（
野
は
ニ
、
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

15　

心
得
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

自
然
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
ラ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

不
死
サ
ル
ヲ 

Ｂ
（
サ
ル
ヲ
に
朱
括
弧
ィ
と
朱
傍
）

二
九
五
１　

死
ス 

北
野
Ａ
Ｂ

巻
十
第
十
三
話

二
九
五
５　

第
十
一 

「
第
十
三
」
大

　
　
　

10　

不
知
ヌ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヌ
に
朱
括
弧　

イ
と
朱
傍
）
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12　

増
サ
ル 

諸

　
　
　

15　

浮
ヒ
遊
フ 

諸

二
九
六
１　

知
レ
ル
ヲ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
ソ
ィ
と
朱
傍
）

巻
十
第
十
四
話

二
九
六
７　

第
十
二 

「
第
十
四
」
大

　
　
　

７　

至
蓬
萊
語 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

 

約
三
字
分
欠 
ノ
代
ニ 

諸
（
野
Ｂ
の
空
白
部
は
二
字
分
、
Ｃ
約
三
字
分　

Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

９　

蹈
ル 
Ｂ
「
踏
ラ
ル
」
諸
大　
「
フ
ミ
ニ
ジ
ラ
ル
」
と
よ
む
べ
き
か
。

　
　
　

10　

道
辺
ヲ 
諸
（
諸
は
邊
）

　
　
　

12　

行
キ
還
フ
人 

Ｂ

　
　
　

13　

給
ヘ
ル
ハ 

Ｂ

　
　
　

16　

仙
法
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

二
九
七
１　

行
ヒ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

埋
ミ
隠
シ
シ
テ 

Ｂ

　
　
　

５　

虚
空
飛
フ
ニ 

底
甲
北
野

　
　
　

７　

然
ハ
自
然
ヲ 

Ｂ
（
ヲ
に
朱
圏
点
）

　
　
　

７　

耻
カ
シ
ク 

諸
「
耻
カ

シ
ク
」
底
大

 

底
本
破
損
、「
ハ
ヂ
ガ
マ
シ
ク
若
し
く
は
ハ
ヂ
ガ
ハ
シ
ク
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
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巻
十
第
十
五
話

二
九
七
12　

 

一
字
分
欠 

ノ
代
ニ 

諸
大
（
Ｃ
の
空
白
部
は
二
字
分　

カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　

14　

遊
ヒ
行
ニ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

柳
下
恵
ノ
道
ヲ
行
ク
間
ニ
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
九
八
６　

書
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

自
然
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

物
ノ
具
苦
ヲ 

諸
（
苦
に
甲
は
共
歟
、
野
は
共
歟
東
と
朱
傍
）

　
　
　

13　

悪
キ
ノ
限
リ
ヲ 

Ｂ
「
悪
キ
限
リ
ヲ
仕
タ
リ
」
Ａ
Ｃ
「
悪
キ
事
ノ
限
リ
ヲ

タ
リ
」

　
　
　
　
　

 

約
二
字
分
欠 

タ
リ 
底
甲
北
野
（
野
の
空
格
は
約
二
字
分
）　

推
す
る
に
、「
尽
」
か
。

　
　
　

14　

参
レ
ト 
甲
北
野
Ｂ
（
甲
は
レ
の
下
に
リ
歟
と
朱
補
）

　
　
　

14　

何
ニ
依
テ 

Ｂ
（
テ
の
下
ニ
ソ
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

15　

者
ナ
ヽ
リ 

底
甲
北
野

　
　
　

15　

教
ヘ
ン
ト
為
ニ 

諸
（
ト
に
野
は
无
東
、
Ｂ
は
朱
括
弧
で
囲
み
イ
と
朱
傍
）

二
九
九
１　

先 

約
二
字
分
欠 

Ｂ
（
ツ
ィ
と
朱
補
）「
先
ツ
□
ツ
」
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）「
先
ヅ
」
底
甲
北
野
大

　
　
　

３　

目 

Ａ
Ｃ

　
　
　

４　

音
マ
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

心
ノ 

一
字
分
欠 

ト
為
ル 

諸
大
（
Ａ
は
ア
キ
な
く
挿
入
符
あ
り
、
北
は
掟
宇
拾
と
朱
補
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）

　
　
　

９　

云
ヒ 

Ｂ
（
朱
圏
点
を
附
す
）

　
　
　

10　

心
ノ
盗
ニ
恣
ニ 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

荘
咲
テ 

Ｂ
（
荘
に
朱
圏
点
）



五
〇

愛知県立大学日本文化学部論集　第５号（国語国文学科編）2013

　
　
　

14　

御
座
シ
テ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

15　

 

約
三
字
分
欠 

山
ノ 

諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
四
字
分
、
北
は
首
陽
宇
拾
と
朱
補
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

16　

教
へ
立
タ
リ
ト 

諸

三
〇
〇
１　

衛 
約
三
字
分
欠 

ノ
門
ニ 

諸
大
（
約
二
字
分
空
格
）

　
　
　
　
　

シ
テ

　
　
　

１　

終 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

２　

不
過 

約
二
字
分
欠 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

３　

善
キ

モ
悪
キ

モ 

底
（
底
は
事
）

　
　
　

４　

刻
テ 
甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
甲
北
の
刻
は
異
体
、
野
Ａ
Ｂ
は
変　

野
は
削
東
、
Ｂ
は
削
ィ
と
朱
傍
、
北
は
冠
ト
シ

宇
拾
と
朱
補
）

　
　
　

５　

追
ハ
レ 

Ｂ

　
　
　

５　

 

約
二
字
分
欠 

ニ
削
ラ
ル 

諸
（（
甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
北
は
衛
宇
拾
と
朱
補
）

　
　
　

５　

何
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
ハ
ヲ
に
ソ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　

可
云
キ

ニ 

Ｂ
（
Ｂ
は
事
）

　
　
　

８　

乗
リ
給
ヌ
ニ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
ヌ
に
甲
は
フ
歟
、
Ｂ
は
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

８　

轡
ヲ 

底
大　

底
本
の
字
体
は
異
体
字
。
即
ち
、
下
が
「
口
」
の
代
り
に
、「
亡
」
の
異
体
。

　
　
　

８　

取
リ 

約
三
字
分
欠 

諸
大
（
Ｃ
の
空
白
部
は
三
字
分
、
北
は
は
つ
宇
拾
と
朱
補
、
Ｃ
は　

カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

８　

蹈
ミ
誤
テ
給 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
に
リ
ィ
と
朱
傍
）



五
一

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十の本文の位置づけ

巻
十
第
十
六
話

三
〇
〇
13　

 

約
二
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
三
字
分　

カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

16　

一
シ
テ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ハ
に
朱
圏
点
）

　
　
　

16　

照
ス
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
モ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

三
〇
一
７　

讃
メ 
一
字
分
欠 

ス
ル 

諸
（
野
Ｃ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
北
の
メ
は
ヌ
に
近
し
）

巻
十
第
十
七
話

三
〇
一
10
母 

諸
大　

正
し
く
は
「
虎
」
と
あ
る
べ
き
も
の
を
、
母
を
害
し
た
虎
と
い
う
こ
と
か
ら
概
念
の
混
淆
を

来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

12　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 
諸
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

13　

虎
ラ 

底
北
Ｂ
（
北
は
ラ
を
テ
と
朱
訂
し
そ
の
上
に
有
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

15　

虎
ヲ 

諸

巻
十
第
十
八
話

三
〇
二
12　

死
ス 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

悲
テ 

Ｂ

　
　
　

15　

経
ル 

諸

三
〇
三
１　

喜
フ
所
也
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

将
軍
ヲ
捕
ヘ
テ 

諸
（
甲
野
は
ヲ
の
下
や
や
空
白
、
北
は
漢
字
一
字
分
に
ヲ
を
書
く
）

　
　
　

３　

怖
テ
迷
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
チ
ィ
と
朱
傍
）



五
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４　

打
レ
テ 

諸

　
　
　

５　

 

約
二
字
分
欠 

皇 

甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

８　

人
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
十
九
話

三
〇
三
13　

約
一
字
分
欠
代
ニ 

諸
大
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

三
〇
四
２　

持
テ 

諸
「
得
テ
」
底
大

　
　
　

５　

合
ノ

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
フ
ィ
と
朱
傍
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

５　

納
ヲ 
Ｂ
（
約
イ
と
朱
傍
）

巻
十
第
二
十
話

三
〇
四
11　

 

約
一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

14　

宿
メ
テ 

甲
Ｂ
（
Ｂ
は
テ
に
朱
括
弧　

イ
と
朱
傍
）

　
　
　

15　

有
ハ 

Ａ
Ｂ

三
〇
五
２　

還
ニ
時
ニ 

甲
北
野
Ｂ
（
Ｂ
は
ル
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

２　

君
カ
家
ニ 

諸
大

　
　
　

３　

荒
廃
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
右
傍
訓
ク
ワ
ウ
ハ
イ　

左
傍
訓
ア
レ
ハ
テ
ヽ
）

　
　
　

４　

死
ニ
テ
キ 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

付
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ



五
三

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十の本文の位置づけ

巻
十
第
二
十
一
話

三
〇
五
12　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
大
（
甲
北
Ａ
Ｃ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｂ
は
殆
ど
ア
キ
な
し
）

 

「
内
容
よ
り
推
す
る
に
唐
。」

三
〇
六
２　

寝
屋
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

２　

東
枕
ニ
ナ
ラ
ム 

諸

　
　
　

５　

臥
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

其
ノ
時
敵
キ 

Ｂ

巻
十
第
二
十
二
話

三
〇
六
14　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 
諸
大
（
甲
北
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
）

 

「
蒙
求
よ
り
推
洗
馬
、
後
漢
。」

　
　
　

14　

晩
レ
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

15　

相
ヒ
牙
ニ 

底
北
野

三
〇
七
１　

金
二
十
両 

野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

何
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

死
人 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
歟
と
朱
補
）

　
　
　

５　

取
リ
出
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

納
メ
置
キ
ケ
リ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

８　

此
ノ
人
ノ
馬
ヲ 

Ｂ

　
　
　

10　

衾
ヲ 

諸
（
底
は
破
損
の
た
め
ヲ
不
分
明
）
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10　

云
テ
モ 

甲
北
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
モ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

13　

巻
キ
被
揚
レ
ヌ 

甲
北
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

16　

然
ニ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ニ
に
々
ィ
と
朱
傍
）

三
〇
八
６　

隠
レ
タ
リ
シ
徳 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

８　

聞
エ
有
テ 

底
甲
野

巻
十
第
二
十
三
話

三
〇
八
14　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ａ
Ｃ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｂ
は
殆
ど
ア
キ
な
し
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

三
〇
九
１　

歎
キ
云
ク 
諸

　
　
　

４　

我
ト 
諸
（
Ｂ
は
ト
に
朱
圏
点
）

　
　
　

４　

不
療 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

死
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

行
ケ
道
ニ 

Ｂ
（
ク
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

令
服
メ
ム
ス
ラ
ム
ト 

諸

巻
十
第
二
十
四
話

三
一
〇
10　

行
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

達
ス 

甲
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

令
遂
ム
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ



五
五

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十の本文の位置づけ

巻
十
第
二
十
五
話

三
一
一
５　

世
間
ノ

ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

７　

夕
サ
リ
ノ
食
ニ 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

７　

宛
テ
ム
ト
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

行
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
一
二
１　

吏
ニ 

諸

　
　
　

５　

汝
カ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
カ
に
ハ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

６　

実
ナ
ン
ハ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ン
に
レ
ィ
と
朱
傍
）

巻
十
第
二
十
六
話

三
一
二
12　

寵
愛
シ
給
フ 

諸

　
　
　

14　

觸
ル
ヽ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

簾
外
ニ
テ 

諸

三
一
三
３　

文
君
ニ 

底
甲
野
Ｂ

　
　
　

５　

後 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
二
十
七
話

三
一
三
11　

見
荊
枯 

底
Ａ
Ｂ

　
　
　

12　

 

約
二
字
分
欠 

代
ニ 

諸
大
（
Ｃ
の
空
白
部
は
約
一
字
分　

カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

12　

次
ヲ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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13　

三
人
共 

諸

　
　
　

16　

 

約
二
字
分
欠 

ケ
リ
ト
ナ 

諸
（
野
Ｃ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　
　
　

ム
取
テ

三
一
四
３　

失
ニ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

栄
エ
生
ル

 

「
榮
エ
生
ル
事
」
底
甲
北
Ｂ

巻
十
第
二
十
八
話

三
一
四
11　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
大
（
Ａ
Ｃ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｂ
は
ア
キ
な
し
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

11　

 

約
二
字
分
欠 

ト
云
フ 
諸
大

三
一
五
７　

怖
忽
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
二
十
九
話

三
一
五
11　

第

 

諸
（
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
し　
「
目
録
不
載
而
有
別
条
之
標
目
」
と
朱
頭
注
）

　
　
　

12　

 

約
三
字
分
欠 

ノ
代
ニ 

諸
大
（
Ｂ
の
空
白
部
は
二
字
分
）

　
　
　

13　

玉
造
ノ
玉
ヲ
見
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

造
セ
給
ケ
レ 

Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ハ
ィ
と
朱
補
）

三
一
六
２　

不
用
ノ
物
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

尚
ハ 

諸
（
Ａ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
傍
書
、
Ｃ
傍
訓
ネ
ガ
ハ
ク
）

　
　
　

５　

極
有
ラ
ム
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

蒙
テ
ソ 

底
甲
北
野



五
七

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十の本文の位置づけ

　
　
　

11　

有
シ
カ
ハ 

★　
「
有
マ
シ
カ
バ
」
底
甲
野
大
（
マ
は
古
体
）「
有
ナ
ン
カ
ハ
」
北
「
有
リ
シ
カ
ハ
」
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

斬
ナ
マ
シ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
三
十
話

三
一
六
16　

第
 

諸
（
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
し
「
目
録
不
載
而
有
別
条
之
標
目
」
と
朱
頭
注
））

三
一
七
２　

 

約
二
字
分
欠 

依
テ 

諸
大
（
野
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ａ
Ｃ
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
ア
リ
と
朱
注
）

　
　
　

３　

衛
律
行
キ
着
ク
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
衛
律
行
キ
着
ク
ナ
ニ
」
北
「
衛
律
行
キ
着
ク
マ
ニ
」
底
甲
野
（
底
甲
の
マ
古
体
）　

マ
は

間
・
時
の
意
。

　
　
　

４　

早 
Ｂ

　
　
　

６　

天
皇
ニ 
底
甲
北
野

巻
十
第
三
十
一
話

三
一
七
８　

牙
桃
合
戦 

★　
「
牙
挑
合
戦
」
諸
（
牙
に
、
甲
は
互
の
異
体
、
Ｂ
は
互
歟
と
朱
傍
）「
互
挑
合
戦
」
大

　
　
　

16　

 

約
四
字
分
欠 

ト
云
フ 

諸
大
（
空
格
部
二
字
分
二
例
あ
り
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

三
一
八
１　

相
牙
ニ 

甲
野

　
　
　

２　

 

約
一
字
分
欠 

國
ノ
王 

諸
（
甲
北
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）

　
　
　

２　

死
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

失
ヨ
リ
ハ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

５　

敵
國
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

前
立
タ
ラ
ム 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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８　

適
ニ 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
適
に
迹
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

失
ス
レ
ハ 

甲
野
Ｂ

　
　
　

15　

ト 

甲
北
野
Ｂ
（
甲
は
爼
ヵ
、
野
は
爼
、
Ｂ
は
爼
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

向
ヒ
給
フ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
フ
に
ヘ
ィ
と
朱
傍
）

三
一
九
２　

諌
メ
リ
シ
モ 

底
甲
北
野
Ｂ

　
　
　

16　

然
レ
ハ
コ
ソ 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

16　

敵
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
二
〇
３　

打
チ
立
テ
ヽ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

〔
彦
は
三
十
二
話
の
文
の
一
部
が
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。〕

　
　
　

６　

如
此
ク
ニ
テ
ハ 
底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

斬
ラ
ヌ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヌ
に
ヌ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

８　

宛
テ
ヽ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

墨 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

11　

牙
ニ 

底

　
　
　

12　

里
ク 

★　
「
墨
ノ
」
底
甲
北
野
大
「
墨
ク
」
Ａ
Ｃ
「
里
ノ
」
Ｂ
（
墨
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

15　

大
刀 

底
甲
北

三
二
一
１　

シ
ハ
ラ
焼
テ 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
野
は
朱
圏
点
、
Ｂ
は
ラ
に
ヲ
ィ
と
朱
傍
）

巻
十
第
三
十
二
話

三
二
一
７　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 

（
Ａ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｂ
は
ア
キ
ナ
シ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）



五
九

彦根城博物館所蔵『今昔物語』巻十の本文の位置づけ

　
　
　

８　

盗
ミ
取
ラ
ム
カ
為 

Ａ
Ｃ

　
　
　

９　

立
テ
取
出
ス 

底
甲
北
野

〔
彦
は
「
蔵
ニ
」
〜
「
日
晩
方
ニ
」
ま
で
三
十
一
話
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
蔵
ニ
」
は
三
十
一
話
の
題
か
ら
数
え
て
37
行
目
に
あ
り
〕

　
　
　

11　

蔵
ニ 

諸

　
　
　

12　

云
フ

ヲ
不
知
シ
テ 

北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

13　

何
ヲ
何
コ
ニ 

Ｂ

　
　
　

14　

太
刀
ヲ 

諸

　
　
　

15　

蔵
ノ
護
リ
者
ノ
共 
Ｂ

　
　
　

15　

見
エ 
甲
野
Ａ
Ｃ
（
野
は
ユ
と
朱
傍
）

三
二
二
２　

祖
子
ナ
ラ
ハ 

甲
北
野
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

可
被
捕
ナ
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

５　

習
ヒ
ト
シ
ト 

Ｂ

　
　
　

８　

日
晩
方
ニ 

諸

　
　
　

13　

係
ケ
ツ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

打
チ
振
テ 

底
甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
北
野
の
振
は
変　

即
ち
手
偏
に
辱
、
北
は
振
ィ
と
傍
書
）

三
二
三
１　

過
キ
ヌ 

諸

　
　
　

２　

皆
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
皆
に
背
ィ
と
朱
傍
）「
皆

テ
」
甲
北
野
「
皆
□
寝
入
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め

約
一
字
分
不
明
）

　
　
　

２　

不
入 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
不
□
人
」
甲
北
野
「

人
ハ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
や
や
不
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分
明
）

　
　
　

２　

灰
ノ
ミ
有 

約
二
字
分
欠 

等
甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

６　

進
シ
ト 

Ｂ

　
　
　

８　

圍
ニ
寄
テ 

甲
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

９　

今
ノ
護
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

臥
シ
ヌ 

底
甲
北
野

　
　
　

11　

浴
ム
ル
ソ
ト 

底
野
Ｂ

　
　
　

13　

何
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
二
四
１　

其
レ
ナ
リ 
Ｂ

　
　
　

５　

産
ミ
タ
ラ
ム 
Ａ
Ｂ

　
　
　

７　

護
セ
ラ
ル
ニ 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ル
の
下
に
ル
ィ
と
朱
補
）

　
　
　

９　

来
テ 

底

　
　
　

９　

持
タ
リ 

諸

　
　
　

９　

 

約
二
字
分
欠 

極
テ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
一
字
分
）「
見
テ
極
テ
」
Ｃ
「
見
テ
哀
極
テ
」
底
大
（
底　

破
損

の
た
め
不
分
明
）

　
　
　

10　

餅
嚼
テ 

諸
（
北
は
ヲ
と
朱
補
）

　
　
　

10　

兒
呑
ム 

Ｂ
（
Ｂ
は
児
）

　
　
　

10　

我
子 

約
二
字
分
欠 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
空
白
部
は
二
字
分
）

　
　
　

10　

呑
ル
ナ
リ
ト 

諸
（
北
は
呑
に
朱
圏
点
）

三
二
五
７　

不
蔑
レ
テ
ソ 

底
甲
野



六
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８　

徳
也
ナ
リ
ト
ナ
ム 

甲
北
Ｂ

巻
十
第
三
十
三
話

三
二
五
12　

 
約
二
字
分
欠 

代
ニ 

諸
大
（
Ａ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

 

原
典
に
従
え
ば
「
魏
文
候
時
」

　
　
　

12　

 

約
三
字
分
欠 

ト
云
フ
人 

諸
大
（
甲
北
野
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ａ
の
空
白
部
は
一
字
分
）

 

原
典
に
従
え
ば
「
西
門
豹
」

　
　
　

12　

北
ノ
方
ニ
ト
云
フ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
一
本
空
一
字
位
と
朱
注
）「
北
ノ
方
ニ

ト
云
フ
」
底
甲
北
野
大　
（
甲
北
野
の
空

白
部
は
約
三
字
分
）

 
原
典
に
従
え
ば
豹
は

の
令
と
な
っ
た
。

三
二
六
２　

潔
齋
シ
テ 

底
大　

底
本
の
「
斎
」
は
通
字
「
斉
」。

　
　
　

５　

奉
ラ 

Ｂ

　
　
　

６　

已
ミ
ヌ 

★　
「
亡
ビ
ヌ
」
底
甲
北
野
「
亡
ミ
ヌ
」
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
の
亡
は
異
体
の
変　

亡
ミ
に
亡
ヒ
ィ
と
朱
傍
）

「
亡
シ
ヌ
」
Ｃ

　
　
　

６　

失
ツ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

10　

王
ノ
轝
ニ 

底
北
Ａ
Ｃ
大
「
玉
ノ
轝
ニ
」
野
Ｂ

三
二
七
５　

ル 

諸
（
彦
底
甲
野
Ｂ
の
蔑
は
変　

即
ち
竹
冠
）

　
　
　

５　

参
ソ
レ 

底
甲
北
Ｂ

　
　
　

５　

如
此
ク
ヤ
ハ 

約
二
字
分
欠 

甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
如
此
ク
ヤ

」
野
「
如
此
ク
ヤ
ハ
為
ル
」
底
大

　
　
　

６　

カ
タ
奇
キ
者
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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７　

 

約
二
字
分
欠 

指
替
テ 

諸
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

８　

衛
テ
云
ク 

底
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

13　

仕
リ
仕
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

14　

知
サ
ル
ソ
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
二
八
４　

相
具
シ
テ 

諸

　
　
　

８　

雨 

Ａ
Ｃ

巻
十
第
三
十
四
話

三
二
八
13　

 

一
字
分
欠 

代
ニ 
諸
大
（
Ａ
Ｂ
の
上
部
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
各
に
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　
　
　

 

約
二
字
分
欠 

ト
云
フ 

　
　
　

13　

奥
ナ
ル 

諸

　
　
　

13　

庵
ヲ 

Ｂ

　
　
　

14　

不
被
知
シ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

15　

方
依
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

諸

ニ
叶
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

三
二
九
９　

ヒ
ヲ
成
レ
テ 

★　
「
ヒ
ヲ
成
シ
テ
」
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
喜
ィ
と
朱
補
）「
此
ヲ
成
シ
テ
」
Ｃ
「
喜
ビ
成
シ
テ
」
底
甲
北
野
大

　
　
　

11　

形

 

諸

　
　
　

12　

御
坐
シ
ト
ナ
ム
カ 

Ｂ

　
　
　

12　

空
迦
羅
ノ 

底
甲
野
Ｂ
（
Ｂ
は
空
に
宮
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

難
曙
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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16　

思
フ 

諸

三
三
〇
１　

銀
ノ 

約
四
字
分
欠 

底
甲
北
野
大
（
甲
北
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
野
約
四
字
分
）「
艦
ノ
」
Ｂ
「

ノ

」
Ａ
「
緑

ノ

」
Ｃ

 

前
後
よ
り
推
す
る
に
「
玉
」。

　
　
　

２　

王
ヲ 
約
四
字
分
欠 

テ 

★　
「
玉
ヲ
以
テ
」
底
大
「
玉
ヲ

テ
」
甲
北
野
Ａ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
は
二
字
分
空
白
）「
玉
ヲ

ヲ
」

Ｂ

　
　
　

２　

百
千
瓔
珞 

諸

　
　
　

２　

付
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

身
ヲ
荘
レ
リ 
★　
「
身
ヲ

リ
ト
」
諸
大

　
　
　

４　

卅
六
町 

約
二
字
分
欠 

香
シ
諸
（
野
Ｂ
Ｃ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
北
は
二
歟
と
朱
補
）

　
　
　

４　

一
庵
ノ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

放
ツ
如
シ 

諸

　
　
　

６　

老
隠
シ
タ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
差
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

７　

具
ナ
ク 

諸
（
諸
は
无
）

 

「「
具
」
は
「
倶
」
に
通
ず
る
。「
倶
」
は
タ
グ
ヒ
と
訓
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
と
も
、
類
の
旁
「
頁
」
の
譌
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
た
ぐ
い
な
く
、
の
意
と

取
る
。」

　
　
　

８　

遽
テ 

Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
遽
は
変
）

　
　
　

８　

懐
シ
テ 

Ｂ
（
シ
に
レ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

８　

千
人
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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11　

悦
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
怖
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

庵
ニ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

手
ヲ
サ 

Ｂ

　
　
　

12　

生
タ
ル
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）

三
三
一
２　

膳
シ
難
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）「
暛
シ
難
シ
」
甲
北
野
（
北
は
恐
此
行
脱
文
ア
ラ
ム
イ
モ
如
此
と
傍
注
）

「
将
難
シ
」
底
大

　
　
　

４　

此
ノ
所
ニ 

諸

　
　
　

６　

 

約
二
字
分
欠 
極
テ 

諸
（
野
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
Ａ
四
字
分
、
Ｂ
三
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

９　

オ
キ
ニ 
甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
甲
は
旁
に
夾
を
朱
補
、
北
は
イ
仝
、
野
は
挟
東
、
Ｂ
は
狭
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

自
然
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

三
三
二
３　

墨
ノ
涂
テ 

「
墨
ノ
塗
テ
」
甲
北
野
Ｂ
（
ノ
に
甲
は
ヲ
歟
、
Ｂ
は
ヲ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

４　

慥
ニ 

Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

庵
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

不
軽
ス 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

８　

被
定
レ
テ
ト
云
所
ニ 

底
甲
北
野
Ｂ
（
ト
の
上
に
甲
は
「
恐
欠
」、
Ｂ
は
「
此
処
一
字
位
空
シ
ィ
」、
北
は
云
の
上
に
「
脱
」

と
朱
注
）「
被
定
テ
ト
云
所
ニ
」
Ａ
Ｃ
（
Ａ
は
テ
に
「
本
」
と
朱
傍
）「
被
定
レ
テ

ト
云
所
ニ
」

大

　
　
　

９　

多
ノ 

Ｂ

　
　
　

11　

傳
ノ 

諸
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）

　
　
　

12　

然
レ
ハ
十
万
人
ノ 

Ｂ
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12　

件
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
十
第
三
十
五
話

三
三
二
14　

第
卅
五 

諸

　
　
　

16　

 
約
二
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

16　

石
率
堵
婆
ヲ 

諸
（
石
の
下
に
野
は
ノ
東
、
Ｂ
は
ノ
ィ
と
朱
補
）

三
三
三
３　

為
テ
ム 

Ｂ

　
　
　

４　

不
可
下
ス
シ
テ 

甲
北
野
Ｂ

　
　
　

10　

結
ニ
継
キ
ツ 
Ｂ
（
ニ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

11　

有
シ
降
ス
カ 
甲
北
野
Ａ
Ｂ
（
有
に
甲
北
は
差
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

12　

耎
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
カ
ク
）

　
　
　

12　

 

約
二
字
分
欠 

動
カ
ス 

諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
空
白
部
は
二
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

13　

續
ニ
置
タ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
續
ミ
置
タ
ル

」
底
甲

　
　
　
　
　

 

約
二
字
分
欠 

北
野
大
（
底
破
損
の
た
め
約
二
字
分
不
明
、
諸
本
空
白
、
甲
は
麻
ヲ
歟
と
朱
捕
）

　
　
　

14　

上 

Ａ
Ｂ
Ｃ
「
上

」
甲
北
野
「
上
ニ
取
ツ
レ
バ
」
底
大

 

甲
本
以
下
五
字
欠
。

　
　
　

15　

細
キ 

約
二
字
分
欠 

諸
（
Ｃ
は
カ
ケ
ア
リ
と
朱
注
）「
細
キ
縄
ヲ
」
底
大

　
　
　

15　

太 

約
二
字
分
欠 

縄 

★　
「
太
キ
縄
ヲ
」
底
大
「
太
□
縄
ヲ
」
甲
北
野
Ｂ
「
大
□
縄
ヲ
」
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
二
字
分
空
白
、
カ

ケ
ア
リ
と
朱
注
）

　
　
　

15　

其
レ
ヲ
取
レ
ハ 

Ｂ
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巻
十
第
三
十
六
話

三
三
四
６　

 

約
一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

６　
 

約
一
字
分
欠 

洲
ト 

諸
（
Ｃ
の
空
格
は
三
字
分　

カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
、
野
は
洲
に
州
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

10　

冬
シ
寒
シ 

甲
北
野
Ｂ
（
上
の
シ
に
北
は
ノ
、
Ｂ
は
ノ
ィ
、
下
の
シ
に
北
は
ク
、
Ｂ
は
ク
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

14　

巾
ヒ
ツ 

甲
野
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

16　

苦
シ
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

三
三
五
２　

冷
マ
ム
カ
為 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

身
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

４　

此 

約
三
字
分
欠 

令
知
メ 
諸
（
Ａ
Ｂ
二
字
分
、
Ｃ
四
字
分
空
白
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　
　
　

給
ヘ
ト 
「
此
故
令
知
メ
給
ヘ
ト
」
底
大

　
　
　

４　

嫗
ノ 

北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
嫗
ソ
」
甲
「
嫗
ガ
」
底
大

　
　
　

４　

実 

諸
（
諸
は
實
）

　
　
　

４　

恠
シ
テ 

★　
「
恠
シ
ト
」
底
甲
北
野
大
「
恠
シ
ラ
」
Ｂ
（
シ
に
ミ
ィ
と
朱
傍
）「
怪
シ
テ
」
Ａ
Ｃ

　
　
　

７　

父
カ
祖
父
ナ
ト
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

二
百
餘
ニ
テ
ナ
ム 

Ｂ
「
二
百
餘
テ
ナ
ム
」
諸
大

三
三
六
１　

然
フ 

Ｂ
（
フ
に
朱
圏
点
）

　
　
　

６　

男
共
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

６　

リ
合
ヒ
タ
ル
程 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

８　

山
ニ 

甲
北
Ｂ
（
ニ
を
甲
は
マ
と
朱
訂
）

　
　
　

９　

祖
ノ 

諸
大
「
凰
ノ
」
底　

底
本
行
人
偏
に
「
氏
」
の
異
体
字
に
誤
る
。
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10　

音
ヲ 

約
二
字
分
欠 

諸
（
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
音
ヲ
擧
テ
」
底
大

　
　
　

13　

山 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

12　

海
ニ
成
リ
ニ
ケ
リ 

諸

巻
十
第
三
十
七
話

三
三
七
３　

令
食
ヌ
ル 

Ａ
Ｃ

　
　
　

７　

慥
ニ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ

　
　
　

７　

三
丈
ヲ
去
テ 

Ｂ

巻
十
第
三
十
八
話

三
三
七
16　

一
赤
シ 

底
甲
北
野
Ｂ
（
一
の
下
に
甲
は
ハ
、
Ｂ
は
ハ
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

16　

牙
ニ 

底
甲
野

三
三
八
１　

宿
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

３　

猶
其
夜 

Ａ
Ｂ

　
　
　

４　

弱
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

７　

指
シ
宛
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

９　

青
龍
既
ニ
敵
ノ
赤
龍
ヲ 

甲
北
野
Ａ
Ｃ

　
　
　

10　

射
タ
ル
ニ
依
テ 

甲
北
野
Ａ
Ｂ
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巻
十
第
三
十
九
話

三
三
九
２　

燕
船 

甲
北
Ｂ
（
Ｂ
は
丹
ィ
と
朱
傍
）

　
　
　

２　

合
生 

甲
北
Ｂ
（
Ｂ
は
令
ィ
と
朱
傍
）

巻
十
第
四
十
話

三
三
九
14　

 

約
一
字
分
欠 

代
ニ 

諸
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
空
格
は
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）

　
　
　

15　

相
ヒ
牙
ニ 

甲
野

　
　
　

16　

田

ノ 

Ａ
Ｂ

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
』
巻
十
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
と
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
と
古

態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
一
致
度
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ

の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
）
8
（式

と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
。
巻
十
の
場
合
、
文

字
数
の
空
白
部
分
が
多
い
が
、
や
は
り
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
ほ
と
ん
ど
の
空
白
の
字
数
が
一
致
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
巻
十
は
、
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
を
有
す
る
巻
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
通

り
、
流
布
本
と
古
態
本
と
の
一
致
度
が
半
々
で
あ
り
、
必
ず
し
も
ど
ち
ら
か
の
表
記
に
従
お
う
と
い
う
態
度
は
み
え
な
い
。
こ
れ
は
、
巻
十

の
場
合
、
鈴
鹿
本
の
破
損
が
多
く
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、

流
布
本
と
古
態
本
の
両
方
を
参
照
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
、
巻
九
の
考
察
に
お
い
て
、
出
典
の
『
考
子
伝
』
と
鈴
鹿

本
の
表
記
の
ど
ち
ら
か
に
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
）
9
（た

が
、
巻
十
で
は
、
第
七
話
の
「
武
済
妃
」
に
つ
い
て
、
出
典
の
漢
籍
及



六
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び
、
鈴
鹿
本
と
古
態
本
の
「
武
淑
妃
」
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
出
典
の
漢
籍
を
参
照
し
た
可
能
性
は
低
い
。
鈴
鹿
本
に

つ
い
て
は
、
そ
の
漢
字
が
「
淑
」
の
異
体
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
て
は
い
る
が
、「
済
」
の
漢
字
と
間
違
っ
て
写
し
た
と
い
う
可
能
性
は

残
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
他
の
巻
十
の
固
有
名
詞
の
写
し
方
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
巻
十
第
一
話
の
固
有
名
詞
を
含
む
「
時
従

天
竺
渡
利
房
等
」
は
、
鈴
鹿
本
と
古
態
本
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
見
ら
れ
る
表
現
だ
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
流
布
本
系
で
は
、「
在
感
陽
宮
政

世
」
と
あ
り
、
彦
根
本
は
前
者
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
第
一
話
の
「
感
揚
」
は
古
態
本
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
有
す
る
漢
字
表
記
だ

が
、
流
布
本
Ａ
（
他
に
、
岩
瀬
文
庫
本
、
蓬
左
文
庫
本
も
）
は
「
感
陽
」
の
漢
字
表
記
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
彦
根
本
は
前
者
と
そ
の
漢

字
表
記
を
同
じ
く
す
る
。
ま
た
、
第
二
十
話
の
「
文
君
」
は
鈴
鹿
本
と
古
態
本
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
見
ら
れ
る
表
現
だ
が
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
、
流
布
本
系
で
は
、「
君
」
と
あ
り
、
こ
こ
の
部
分
も
彦
根
本
は
前
者
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
本
は
、
鈴
鹿
本
を
見
て
、
そ
の

固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
鈴
鹿
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
巻
十
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
と
は
看
取
さ
れ
た
。

　

他
に
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
十
に
お
い
て
は
よ
り
明
確
に
そ
の
傾
向

が
み
え
る
。
引
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記
、
固
有
名
詞
の
引
き
写
し
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）  

中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
53
号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
2
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
54
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（
3
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
55
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（
4
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
56
号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）

（
5
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
57
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）

（
6
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
１
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根

「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
３
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博

物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
４
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
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（
7
）  

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
２
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）

（
8
）  

（
1
）に
同
じ
。

（
9
）  
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
４
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
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